
未知への船出 ②

私が今回作ったこの作品のコンセプトは、主に３つあります。
まず、一つ目は、本校の架け橋にもなっている「知識」と「知恵」を、
それぞれ「本」と「リンゴ」に置き換えているところです。本を読むこと
によって知識を蓄え、その知識を、ニュートンのリンゴの木のように
活用していくサイエンス生を表しています。
次に、二つ目は、「DNA」でその二つの周囲を囲んでいるところです。
実際のDNAは遺伝子情報を子孫に伝える役割をしていて、このサイ
エンスもそれと同じように、良い文化を伝統として、ずっと先の後輩ま
で受け継いでいってほしい、という思いを込めました。また、DNAがリ
ンゴを突き通らせることによって、「知恵」で伝統をさらにより良いも
のにしていくという意味も込めました。
最後に、三つ目は、モニュメントの台を「船」に見立てたところです。
この船には、「知恵」と「知識」と「伝統」の３つが載っていて、この船と
好奇心をもって、未知という名の海を渡り、本校の教育方針でもある
「驚きと感動による知の探究」を行うという、私たちサイエンス生が目
指すべき姿を表現しています。
このように、今回、私は、「今のサイエンス生」「サイエンスの伝統」
「サイエンス生の将来像」という３つの観点で、モニュメントを作りまし
た。少しでも良いと思っていただけたら幸いです。
この作品を、どうぞよろしくお願いします。
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